
愛知県（県域）

１ 産地の概要

＜対象品目＞ 小麦

＜愛知県組織と関係機関の役割＞
・農業経営課（事務局）
・農業革新支援センター（検証に係る調整、技術支援、検討会の開催、栽培マニュアル、
産地戦略のとりまとめ）
・普及指導センター(実証ほの調査、検討会の参加、農業者との調整)
・農業総合試験場(試験方法、結果に関する助言、検討会の参加)
・JAあいち経済連(技術支援、検討会の参加)
・JA(調査補助)
・農業者(実証ほ管理、技術の検証)

２ 検討体制

＜産地の現状・課題＞

３ グリーンな栽培体系

＜環境にやさしい栽培技術＞

＜省力化に資する技術＞

光学センサーを使用した生育診断 栽培管理支援ツールAgriLook

４ 活動内容及び得られた成果
＜活動内容＞
・GPS機器を搭載した乗用管理機により除草剤を散布し、重複散布、散布ロスの削減効果を検証。
・栽培管理支援ツール「AgriLook」による小麦の開花日予測に基づく赤かび病防除を実施し、臨機防
除の削減効果を検証。
・赤かび病のドローン防除による省力化を検証。
・GPS機器を搭載した肥料散布機により肥料を散布し、重複散布、散布ロスの削減効果を検証。
茎立期の生育状況を光学センサー（GreenSeeker）で把握し、従来の生育調査手法と作業時間等を
比較。本手法で得られた数値をもとに、生育に応じた施肥を実施し、収量、品質向上効果を検証。
＜実証結果＞
・GPS機器を使用した乗用管理機は除草剤の散布重複面積を約６割削減、10aあたりの作業時間を
約20％削減。
・AgriLookの開花日予測により適期防除することで、赤かび病の発生を抑えられると示唆された。
・GPS機器を搭載した肥料散布機を使用することで、散布重複面積が削減でき、化学肥料散布量が
低減できる可能性が示唆された。
・ドローン防除は乗用管理機と比較して１日で防除可能な作業面積は1.9～4.4倍大きかった。赤かび
用の防除にドローンを用いることで防除作業の省力化及び効率化を図れることを確認できた。
・光学センサーを利用することで従来法に比べて調査時間を98.5%削減。光学センサーを活用した生
育診断結果は従来法による生育診断結果とほぼ一致し、実用的な技術であると考えられた。

取組項目 作業段階 新たに取り入れる技術

化学農薬・化
学肥料の使
用量の低減

①雑草管理
②病害虫管理
③追肥

〈取り入れる技術〉
①GPS情報機器を搭載した乗用管理機による精密散布
②AgriLookによる適期防除
③GPS情報機器を搭載した肥料散布機による精密散布

作業段階 新たに取り入れる技術

病害虫管理
追肥

〈取り入れる技術〉
ドローン防除
光学センサーを活用した生育診断技術

取組項目は事業実施
計画（実績）の、表紙
等紙シート（環境負荷
低減の取組の分類）
から該当取組を転記

新たに取り入れる技
術は第１の３（２）グ
リーンな栽培体系の
検証内容 の表から
転記

新たに取り入れる技
術は第１の３（２）グ
リーンな栽培体系の
検証内容 の表から
転記

今後の展開は、要
約を記入する

本実証で得られた成果を普及指導活動や栽培講習会等を通じて産地
へ展開し、GPS情報機器、AgriLook、ドローン及び光学センサーを活用し

たデータに基づく栽培管理の定着を進める。これにより、農薬・肥料の効
率利用と作業の省力化を図るとともに、防除・施肥の精度向上による収
量・品質の安定化を実現する。

愛知県では約6,000haで小麦が栽培されており、大規模経営体による水田作が中心

である。近年、農薬・肥料価格の高騰により生産コストが増加しているほか、従来の散
布作業では重複散布が発生しやすく、資材の効率的な利用が課題となっている。また、
春季の高温・多雨傾向によりコムギ赤かび病の発生が増加している。適期防除には開
花期の正確な把握が重要だが、年ごとの気象変動が大きいため、防除回数が3回以

上になる場合もある。さらに、適切な施肥のためには茎立期の生育診断が必要である
が、従来方法は労力が大きく普及が進みにくい。こうした課題に対し、GPS情報機器を

搭載した乗用管理機や肥料散布機による精密散布技術、衛星・気象データを活用した
開花期予測ツール「AgriLook」、および光学センサーによる省力的な生育診断技術が
利用可能となっている。

本事業では、これらの技術を活用して、農薬・肥料の散布量削減、赤かび病防除の
効率化と防除回数削減、ドローンによる省力的防除、光学センサーによる効率的な生
育診断の実現を目指す。

各欄の左右の幅
は固定とし、上下
幅は自由とする。

ただし、１枚に収
める。

５ 今後の展開

活動内容は、要約を記
入する

実証結果は、３に記した
技術の導入により見込
まれていた効果に対応
する結果を簡潔に記入
する

環境にやさしい栽
培技術と、省力化
に資する技術が
重複する取り組み
の場合、〈環境に
やさしい栽培技
術・省力化に資す
る技術〉として一
つにまとめて記載
してもOK
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